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(57)【要約】
例えば、粘土（ｇｒｅｄａ）または、アルミナ、シリカ
、炭素およびその他の混合物の栓を使用する溶解炉の溶
融金属路を穿孔し開口するためなど、任意の種類の材料
を溶融によって穿孔および／または切断するため適切な
柔軟性および集中した有効発熱能力を有するサーミック
ランス（１）であって、１本が外部の、および３本が内
部の、少なくとも４本の管状形材と前記ランスの内部に
収容された１７箇所超の空洞とを含み、前記４本の管状
形材のうち少なくとも２本は異なる横断面を有し、各管
状形材は、前記管状形材の他の管状形材に対して隣接す
る形で位置し、各管状形材は、横断面が、円形、正方形
、三角形、六角形、楕円形、多先端の星形の管状形材か
ら選択されるサーミックランス。さらに、任意の種類の
材料を溶融によって切断および／または穿孔するのに有
用であるので、サーミックランスの使用について説明す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘土（ｇｒｅｄａ）または、アルミナ、シリカ、炭素およびその他の混合物の栓を使用
する溶解炉の溶融金属路を穿孔および開口するためなど、任意の種類の材料を溶融によっ
て穿孔および／または切断するために適切な柔軟性および集中した有効発熱能力を有する
サーミックランス（１）であって、１本が外部の、および３本が内部の、少なくとも４本
の管状形材と前記ランスの内部に収容された１７箇所より多くの空洞とを含み、前記４本
の管状形材のうち少なくとも２本は異なる横断面を有し、各管状形材は、前記管状形材の
他の管状形材に対して隣接する形で位置し、各管状形材は、横断面が、円形、正方形、三
角形、六角形、楕円形、多先端の星形の管状形材から選択されることを特徴とするサーミ
ックランス。
【請求項２】
　前記ランスは、その２つの端部で連結可能である、またはその端部の一方で連結可能で
ある、または連結不可であることを特徴とする請求項１に記載のサーミックランス。
【請求項３】
　前記外部管状形材は前記ランスの覆いを形成し、前記覆いは均一または不規則な外部構
造からなることを特徴とする請求項２に記載のサーミックランス。
【請求項４】
　前記外部管状形材および／または前記内部形材は、その本体全体にわたって同じ横断面
を有していることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項５】
　前記外部管状形材および／または前記内部形材は、その本体全体にわたって２つ以上の
横断面を有することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項６】
　前記サーミックランスは、前記ランスの内部に収容された少なくとも３７箇所の空洞を
含むことを特徴とする請求項４または５のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項７】
　前記サーミックランスは、１本が外部の、および４本が内部の、少なくとも５本の管状
形材を含むことを特徴とする請求項４または５のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項８】
　前記サーミックランスは、少なくとも４１箇所の内部空洞を含むことを特徴とする請求
項７に記載のサーミックランス。
【請求項９】
　前記ランスの内部に含まれる前記空洞は、前記管状形材の本来の空洞に、隣接する形材
の間に形成される空洞を加えた合計に該当することを特徴とする先行請求項のいずれかに
記載のサーミックランス。
【請求項１０】
　前記ランス内に形成された前記内部空洞は、様々な幾何形状を有することを特徴とする
請求項９に記載のサーミックランス。
【請求項１１】
　前記内部空洞は、前記サーミックランスの操作中に必要な酸化ガスの自由な循環を可能
にし、前記酸化ガスは、好ましくは酸素流であることを特徴とする請求項９または１０の
いずれかに記載のサーミックランス。
【請求項１２】
　前記内部管状形材は、互いに隣に位置し、前記外部管状形材の内側周囲全体に及ぶこと
を特徴とする請求項４または５のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項１３】
　前記内部管状形材は、互いに、かつ前記外部管状形材に対して同心的に位置することを
特徴とする請求項４または５のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項１４】
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　前記サーミックランスは、少なくとも６本の管状形材を、好ましくは少なくとも７本の
管状形材を、より好ましくは少なくとも８本の管状形材を含むことを特徴とする請求項４
または５のいずれかに記載のサーミックランス。
【請求項１５】
　前記サーミックランスは、その２つの端部で連結可能であり、そのために、その外部表
面または覆いの上に前記ランスは、その逆円錐端（２）を有し、さらに前記覆いの各端部
には、前記逆円錐端の直前に、外部環状溝（３）を備えた平坦かつ円筒形の表面を有して
いることを特徴とする請求項３に記載のサーミックランス。
【請求項１６】
　前記サーミックランスのこの外部形状は、その端部の各々においてランスの保持を可能
にする中空の外部連結部品または装置を介して１本の前記ランスと別の１本の前記ランス
との容易な組立てを可能にし、前記ランスの前記逆円錐端は、前記連結部品との嵌合を容
易にすることを可能とし、また前記ランスの外部環状溝（３）は、前記ランスと前記連結
部品との嵌合を確実に行うことを可能にすることを特徴とする請求項１５に記載のサーミ
ックランス。
【請求項１７】
　前記サーミックランスはその端部の一方でのみ連結可能であり、したがってその外部表
面または覆いにおいて、前記ランスはその一方の端部が逆円錐形であり、さらに、前記覆
いの前記端部には、前記逆円錐端の直前に、外部環状溝を備えた平坦かつ円筒形の表面を
有していることを特徴とする請求項３に記載のサーミックランス。
【請求項１８】
　前記ランスは、前記ランスが１，４００℃超の温度で作業する場合には、さらにセラミ
ックコーティングを含むことを特徴とする請求項１から１７のいずれかに記載のサーミッ
クランス。
【請求項１９】
　前記ランスは、任意の種類の材料の溶融による切断および／または穿孔を行うのに有用
であることを特徴とする請求項１から１７のいずれかに記載のサーミックランスの使用。
【請求項２０】
　鍋の底、貯まった銑鉄や付着物、炉ののぞき穴、銅および煉瓦を材料とする炉床、炉壁
の付着物、通気管の収納場所の清掃、ガス出口の前室のダクト内の付着物、通路開口部、
精練およびアノード炉などの場所で、銅およびスラグを切断するのに有用であることを特
徴とする請求項１９に記載のサーミックランスの使用。
【請求項２１】
　栓が、たとえ純グラファイト（炭素）製であろうと、その任意の組成に関係なく、銅、
スチール、鉄合金、白金、およびその他の溶解炉の通路を効率的に開口することを可能に
する切断を行うのに有用であること、および、任意の品質の、または、例えば１，０００
ｍｍ、２，０００ｍｍ、３，０００ｍｍおよびそれ厚い厚さのスチールを溶融によって切
断および／または穿孔するのに有用であることを特徴とする請求項１９に記載のサーミッ
クランスの使用。
【請求項２２】
　任意の種類および寸法のコンクリートブロックまたは岩および石を切断および／または
穿孔するのに有用であることを特徴とする請求項１９に記載のサーミックランスの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銅およびスチールなどの鉱物、鉄合金ならびにその他の溶融に利用され、粘
土（ｇｒｅｄａ）または、アルミナ、シリカ、炭素およびその他の混合物の栓を使用する
溶解炉の溶融金属路を酸化ガス混合物または加圧酸素を使用して穿孔し開口するために利
用される、発熱反応による消耗装置に関する。一般的に、本発明の消耗装置は、任意の種
類の材料を溶融によって穿孔および／または切断するのに適している。任意の厚さおよび
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寸法においてである。
【０００２】
　より具体的には、本発明は、酸素ランスとも呼ばれるサーミックランスに関し、このサ
ーミックランスは、加圧酸素などの酸化ガスを、このサーミックランスの一方の端部から
他方の端部へ循環させることを可能にし、バーナーとしても燃焼器としても機能する。
【背景技術】
【０００３】
　一般的にサーミックランスは長細い管であり、易酸化性の外部本体を有し、その外部本
体の全長にソリッドワイヤーなど１つまたは複数の易酸化性の内部部品を含んでいる。内
部本体は、外部本体の内部に互いに間隔を置いて配置されている。一般的に、サーミック
ランスは、直径が８ｍｍから５０ｍｍ、長さが１ｍから１２ｍである。
【０００４】
　サーミックランスは、その着火端部で約３，５００℃から５，５３０℃の温度に達し、
また酸化ガスの圧力が３９２．３ｋＰａから９８０．７ｋＰａの範囲内の場合、１本のサ
ーミックランスの消耗時間は１分当たり約０．２メートルから５メートルとなる。しかし
通常は、１本のランスが生成できるエネルギーは、ランス自体の溶融で失われ、例えば鉄
の燃焼熱は４．２３ＫＪ／ｇであり、最も一般的なサーミックランス１本を着火させると
、一般的には鉄３グラムのうち１グラムが素早く着火するが、他方、他の２グラムは燃焼
せずに溶融し、結局、燃焼した１グラムが生成したエネルギーの一部が、燃焼しなかった
他の２グラムの溶融に失われることになる。ランス自体においてエネルギーが消耗される
と、対象作業に利用できるエネルギーは、それよりもずっと少なくなる。
【０００５】
　発明特許登録第４４，０８６号には、鉱物溶融に利用される溶解炉を穿孔し粘土（ｇｒ
ｅｄａ）製の通路を開口するための装置であって、中空の管状外部本体で形成され、その
内部には、外部本体よりも短く、スチールで製造された対称の長手方向本体を備え、該本
体は、１つの中心開口部と、好ましくは凸状の少なくとも４つの頂点とを有し、その外部
壁は凹状で直線状であり、内部壁は凸状で直線状であり、さらに前記頂点が管状本体の内
部壁と接続し、少なくとも４つの空洞が形成され、それらの空洞がシリンダーから供給さ
れる酸素の出入りを可能にする装置が記載されている。
【０００６】
　文献ＧＢ１２８８９３１には、内部に複数の円筒状ケーブルを含み、隣接する縁にそれ
らのケーブルが溶接されて管の内部空間全体を占めており、酸化ガス循環用の通路が数カ
所しかない金属製管状本体で形成されたサーミックランスが記載されている。
【０００７】
　その一方で文献ＧＢ２１５１５３０は、アルミニウムもしくは鉄または主に鉄を含有す
る合金から作られた１本の金属製外部導管、１本の金属製内部導管および／または金属製
外部導管内にある多数の金属棒を含み、金属製内部導管および／または金属棒が、アルミ
ニウムもしくは鉄または主にスチールを含有する合金で作られ、少なくとも導管のうち１
本または金属棒のうち１本がアルミニウムで作られ、少なくとも導管のうち１本または金
属棒のうち１本が鉄または主にスチールを含有する合金で作られたサーミックランスにつ
いて説明し、前記ランスは一端に支持部を含み、その支持部には弁が備えられ、使用中に
その弁を通って酸素が受け入れられ、他端までランスを貫通して着火することができる。
【０００８】
　文献ＵＳ４４０１０４０には、長手方向軸を有し、両端で開いている、長く伸びた１本
のバーナー管と、前記バーナー管の内部に配置された、長く伸びた消耗棒の束とを含み、
前記消耗棒が、前記バーナー管に平行かつ共に延びる長手方向軸を有し、前記消耗棒が実
質的に同じ横断面の形状を有し、前記消耗棒が配置されることで、少なくとも第１および
第２の加圧式燃焼導管と、前記バーナー管の内部表面と前記バーナー管の内部表面に隣接
して配置された前記消耗棒の外部表面との間に延びる第１の通路と、前記バーナー管の内
部表面に隣接して配置された前記消耗棒の内部表面と前記消耗棒の残部の外部表面との間
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に延びる第２の通路とを形成する熱トーチが記載されている。
【０００９】
　文献ＣＨ６１７６１３は、溶融でき、かつ不規則および規則的な形状を有する粒子を内
部に含む中空の管状フレームで形成され、前記粒子が接着剤で固定され、ランスの中核部
が酸素透過性である酸素ランスについて説明している。
【００１０】
　文献ＧＢ１３１７５４０には、中空の管状本体に内包された複数の円筒形金属ワイヤー
を含み、前記管状本体の横断面が縮小して、その内部で前記金属ワイヤーをしっかりと捕
らえるサーミックランスが記載されている。
【００１１】
　上記からわかるように、現況技術には様々な種類のサーミックランスが存在している。
しかし、より堅牢なものからより柔軟なものまで、要件に応じて、発現する有効発熱能力
においても、柔軟性能力においても、より効率的なサーミックランスを利用できることの
ニーズがなお存在する。さらに、生成されたエネルギーのより高い集中を可能にし、酸化
ガス流または酸素流を意のままに操作でき、かつランスの完璧な利用が達成されるランス
を利用することのニーズも存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　前記より、本発明の目的は、ランスによって発現する有効発熱能力を増大させ、かつ、
エネルギーの集中を達成して、その仕事を管理できるランスを開発することである。
【００１３】
　一方で、本発明の別の目的は、操作時のニーズに従って、様々な酸素流で操作され、均
一かつ一定の燃焼を保持できるランスを開発することである。
【００１４】
　本発明の別の目的は、曲げることができるなど、より高い柔軟性を有するサーミックラ
ンスを開発することである。
【００１５】
　本発明のさらに別の目的は、部品を固定および保持するための外部部材を必要としない
、つまり連結固定具（ｆｉｃｉｏｎｅｓ　ｓｏｌｉｄａｒｅｓ）のみを利用し、内部部材
を締めつけることがある溶接、ボルト、くさび、あるいは外部プレスを必要としないサー
ミックランスを開発することである。
【００１６】
　本発明の別の目的はまた、１，４００℃超の高温で溶融せず、それらの温度で燃焼し続
けるランスを開発することである。
【００１７】
　本発明の別の目的はまた、ランスの使用中にランスの残余の損失を防止するため、別の
サーミックランスと容易に連結可能なサーミックランスを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、粘土（ｇｒｅｄａ）または、アルミナ、シリカ、炭素およびその他の混合物
の栓を使用する溶解炉の溶融金属路を穿孔し開口するためのサーミックランスであって、
ランスの内部に少なくとも４本の管状形材およびランスの内部に収容された１７箇所より
多くの空洞を含み、管状形材は、横断面が、円形、正方形、三角形、六角形、楕円形、多
先端の星形の管状形材から選択されるサーミックランスに関する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　次に本発明を添付の図を参照して説明する。それらの図のうち、
【図１－Ａ】図１－Ａおよび図１－Ｂは、その各々が、本発明のサーミックランスとして
１種類のサーミックランスの図を表している。
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【図１－Ｂ】図１－Ａおよび図１－Ｂは、その各々が、本発明のサーミックランスとして
１種類のサーミックランスの図を表している。
【図２】図２は、本発明のサーミックランスの一部を形成する様々な種類の形材のうちの
数種類の図を表している。
【図３】図３および図４は、４本の管状形材から形成される本発明のランスの２つの実施
形態を表している。
【図４】図３および図４は、４本の管状形材から形成される本発明のランスの２つの実施
形態を表している。
【図５】図５は、５本の管状形材から形成される本発明のランスの１つの実施形態を表し
ている。
【図６】図６および図７は、６本の管状形材から形成される本発明のランスの２つの実施
形態を表している。
【図７】図６および図７は、６本の管状形材から形成される本発明のランスの２つの実施
形態を表している。
【図８】図８は、７本の管状形材から形成される本発明のランスの１つの実施形態を表し
ている。
【図９】図９は、８本の管状形材から形成される本発明のランスの１つの実施形態を表し
ている。
【図１０】図１０は、１０本の管状形材から形成される本発明のランスの１つの実施形態
を表している。
【図１１】図１１は、５本の管状形材から形成される本発明のランスの１つの実施形態を
表している。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、例えば、粘土（ｇｒｅｄａ）または、アルミナ、シリカ、炭素およびその他
の混合物の栓を使用する溶解炉の溶融金属路を穿孔し開口するためなど、任意の種類の材
料を溶融によって穿孔および／または切断するためのサーミックランス（１）であって、
１本が外部の、および３本が内部の、少なくとも４本の管状形材と、ランスの内部に収容
された１７箇所より多くの空洞とを含み、少なくとも４本の管状形材のうち２本は異なる
横断面を有し、各管状形材は、前記管状形材の他の管状形材に対して隣接する形で位置し
、各管状形材は、横断面が、円形（４）、正方形（６）、三角形（図示せず）、六角形（
図示せず）、楕円形（図示せず）、多先端の星形（５）の管状形材から選択されるサーミ
ックランスを説明する。
【００２１】
　サーミックランスを形成する少なくとも４本の管状形材のうち、１本は外部管状形材で
あり、その他は内部管状形材であり、外部管状形材は、内部管状形材と、隣接する形材間
に形成される空洞とを収容する役割を担う。
【００２２】
　本発明の１つの実施形態では、内部形材は、互いに隣に位置し、外部管状形材の内側周
囲全体に及ぶ。
【００２３】
　本発明の別の実施形態では、内部形材は、互いに、かつ外部管状形材に対して同心的に
位置する。この同心実施形態では、ランスを形成する各管状形材は、隣接する形材の横断
面とは異なる横断面を有する。
【００２４】
　外部管状形材の内部に含まれる空洞は、管状形材の本来の空洞に、隣接する形材の間に
形成される空洞を加えた合計に該当する。ランス内に形成されたすべての内部空洞は、様
々な幾何形状を有する。各空洞の形状および形材間の空洞の量は、隣接する形材の横断面
が有する形状によって異なる。一般的に、４本またはそれ超の多頂点同心形材のランスは
、１７箇所から１００箇所まで、またはそれより多くの内部空洞を発生させる。内部空洞
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は、サーミックランスの操作中に必要な酸化ガスの自由な循環を可能にし、酸化ガスは、
好ましくは酸素流である。内部空洞は、ランスの操作の間、酸化ガス流が適当な乱れをも
ってランスを貫通することを可能にし、管状形材の壁厚に対するこれらの空洞の寸法の比
は、ランスの望まれる効率を達成する比となる。
【００２５】
　内部空洞の形状、大きさおよび量は、ランスがその有効発熱能力をランスの中心部に集
中させることを可能にし、それによって同一横断面において、より大きな有効熱エネルギ
ー量の発生が達成され、こうしてランスの効率は２倍になり、現在のランスと比較して同
じグラム数のランスより１００％多い切断または穿孔を達成し、これは同時に、切断また
は穿孔時間を少なくとも５０％短縮させることを意味する。さらに、ランスは様々な酸化
ガス流で、その燃焼を均一かつ一定に保ちながら操作することができ、純度の低い（９０
％）酸素を使用して、および様々な（高い、および低い）酸素流でも操作することができ
る。これと異なり、現在のランスは燃焼が集中せず、そうでなければ横断面の様々なポイ
ントで無作為に着火し、さらには長手方向の様々なポイントでも着火するため、現在のラ
ンスは、その効率を大幅に低下させ、純度が９５％未満の酸素を循環させる場合、および
酸素流を過剰に循環させる場合に消火にさえ至ってしまう。
【００２６】
　これに加えて、本発明のランスは、形成された空洞が鉄と酸素流との接触バランスを取
ることを可能にするため効率的な燃焼が達成されるので、汚染ガスの放出を減らし、他方
、切断または穿孔を行うのに必要とする時間量を少なくし、また酸素流も少なくて済むた
め、作業コストを低下させる。
【００２７】
　各管状形材の厚さは、０．９ｍｍ未満から３．０ｍｍ超の範囲内に収まる。ある実施形
態において、本発明のサーミックランスは、低炭素含有スチールで製造することができる
。
【００２８】
　本発明のサーミックランスでは、外部管状形材はランスの覆いを形成し、前記覆いは均
一または不規則な外部構造からなる。ランスの外部本体は、その本体全体にわたって横断
面が同じであり得るか、または２つ以上の横断面を有し得る。同様に内部形材は、その本
体全体にわたって横断面が同じであり得るか、または２つ以上の横断面を有し得る。本発
明のサーミックランスは、その外部端が有する形状次第で連結可能であっても（図１－Ａ
）、連結不可であってもよい（図１－Ｂ）。連結可能なランスとは、外部手段の関与なし
で直接、または両方のランスを連結することができる、例えば連結部品または連結装置な
どの追加手段を介して別のランスと連結できるランスのことである。
【００２９】
　図１－Ａには、ランスの覆いの端部が改変され、前記端部が逆円錐（２）の形状を有す
る、連結可能なサーミックランス（１）の１種が見られる。さらに、均一な覆いの各端部
には、逆円錐端の直前に、この種類のランスは平坦かつ円筒形の表面を有し、外部環状溝
（３）を備えている。この種類のランスの覆いは、連結不可のランスと同様に、様々な横
断面を有することができ、その横断面は外部形材の有する横断面によって異なる。この種
類のランスのある実施形態では、均一な覆いは円筒形かつ直線状である。本発明のこの種
類のサーミックランスの端部が有する外部形状は、端部の各々においてランスの保持を可
能にする中空の外部連結部品または装置を介して一方のランスと他方のランスとの容易な
組立てを可能にする。この種類のランスの逆円錐端は、連結部品との嵌合を容易にするこ
とを可能にし、またランスの外部環状溝（３）は、ランスと連結部品との嵌合を確実に行
うことを可能にする。この種類のランスは、その２つの端部で連結可能なランスである。
この種類のランスの大きさは変えることが可能であり、ランスに与えられる用途によって
異なり、またランスの各端部の外部溝の位置は、ランスどうしが連結されている場合にラ
ンスが互いに干渉しないことを可能にする。
【００３０】
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　別の実施形態において、連結可能な本発明のサーミックランスは、その端部の一方のみ
が逆円錐形であり、これは、その端部の一方のみで連結できることを示している。これに
加えて、覆いの前記端部には、逆円錐端の直前に、この種類のランスは平坦かつ円筒形の
表面を有し、外部環状溝を備えている。
【００３１】
　互いに連結されたランスを利用できることで、その使用時に各ランスの完全な消耗が可
能になり、ランスの残余が発生せず、したがって材料の損失がなく、操作がより経済的な
ものになる。ランスおよび連結部品の端部の形状は、ランスの損失防止を目的として、必
要なだけランスを連結することを可能にする。
【００３２】
　一般的に、ランスは、その長さを１ｍ未満から１０ｍ超の範囲内に収めることができる
。
【００３３】
　本発明のサーミックランスの別の実施形態では、温度が１，４００℃超の場所で作業す
るランスに適用されるセラミック材料など高融点（２，０００℃超）の材料を使用したコ
ーティングが施されており、こうして、ランスが溶融し、その結果としてその形状、酸化
ガスを導く能力および燃焼能力を失うのを防止する。ランスのコーティングは、外部形材
に、および／または内部形材の少なくとも１本に塗布すればよい。
【００３４】
　本発明のサーミックランスは、熱処理工程、機械工程および化学工程を適用することで
得られる。各管状形材は、同心的に嵌合される前に、金属成形工程に付され、好ましくは
外部環状形材が最初に成形され、内部中心管状形材が最後に成形される。成形工程に付さ
れる管状形材の量は、各ランスの設計、つまりランスの特定の設計を達成するのに必要と
なる形材の量によって異なる。これに加えて、１本のランスを形成する管状形材の量の選
択は、ランスに与えられる用途によって異なり、一般的には、直径が２ｍｍのランスから
直径が１００ｍｍのランスまで持つことができる。
【００３５】
　ランスの一部を形成する各管状形材の成形工程が終了すると、成形された形材は、熱処
理工程、機械工程および化学工程を通じて連結され、それらの工程は組立てを行うほか、
形材間の寸法上の干渉を達成し、こうして特定の形材が、その形材に先行する形材に固定
（連結）され、こうして形材を、圧力および操作の間にランスを貫通する酸化ガス流また
は酸素流に耐えるように固定および保持された状態にし、ある形材が別の形材から外れな
いようにすることが可能になる。
【００３６】
　図２は、各形材の横断面の形状および内径において様々な種類の形材を示している。
【００３７】
　図３は、４本の同心管状形材から形成され、１７箇所の内部空洞を有する本発明の１つ
の実施形態を示している。
【００３８】
　図４は、４本の同心管状形材から形成され、３７箇所の内部空洞を有する本発明の１つ
の実施形態を示している。
【００３９】
　図５は、５本の同心管状形材から形成され、４１箇所の内部空洞を有する本発明の１つ
の実施形態を示している。
【００４０】
　図６および図７は、６本の同心管状形材から形成され、多数の内部空洞を有する本発明
の２つの実施形態を示している。
【００４１】
　図８および図９はそれぞれ、７本および８本の同心管状形材から形成され、多数の内部
空洞を有する本発明の２つの実施形態を示している。
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【００４２】
　図１０は、１０本の管状形材から形成され、１７箇所の内部空洞を有する本発明の１つ
の実施形態を示している。
【００４３】
　図１１は、５本の同心管状形材から形成され、多数の内部空洞を有し、それらの内部空
洞が互いに均一および不均一な形状を有する本発明の別の実施形態を示している。
【００４４】
　驚くことに、ランスを形成する形材の量を変えることが、形材の形状を変えること、お
よびランス内の形材の一連の順序を変えることと共に、酸化ガス流が通過する上で効率的
な空洞の発生を可能にし、これによって形材に含有される鉄の発熱量の利用向上が達成さ
れ、さらに、本発明によるランスの形成に使用された形材の横断面が、必要とされるたわ
みに対する耐久性を意のままに得て、同じ質量の他の種類のランスで得られるよりも大き
な耐久性を必要なときに達成できるように設計することを可能にすることが明らかにされ
た。これに加えて、ランスの一式において得られた幾何形状は、高い精度でランスの作用
焦点を集中させ、こうしてより均一でクリーン、正確かつ効率的な切断の達成を可能にす
る。
【００４５】
　本発明のランスは、ランスの発熱量の利用向上のおかげで、その切断速度および切断能
力を増大させ、それによって作業者が高温にさらされる時間の縮小を達成し、熱ストレス
のリスクを低下させることを可能にする。
【００４６】
　本発明のランスは、例えば、鍋の底、貯まった銑鉄や付着物、炉ののぞき穴、銅および
煉瓦を材料とする炉床、炉壁の付着物、通気管の収納場所の清掃、ガス出口の前室のダク
ト内の付着物、通路開口部、精練およびアノード炉などの場所で、銅およびスラグを切断
する場合など、様々な用途がある。
【００４７】
　サーミックランスは、栓が、たとえ純グラファイト（炭素）製であろうと、それが任意
の組成を有することに関係なく、銅、スチール、鉄合金、白金、およびその他の溶解炉の
通路を効率的に開口することを可能にする、切断を行うのに利用できる。同じく、任意の
品質の、または、例えば１，０００ｍｍ、２，０００ｍｍ、３，０００ｍｍおよびそれよ
り厚い厚さのスチールを溶融によって切断および／または穿孔するのに使用することがで
きる。同様に、任意の種類および寸法のコンクリートブロックまたは岩および石を切断お
よび／または穿孔するのに使用できる。
【００４８】
　さらに、すでに述べたように、本発明のサーミックランスは、温度に対する耐久性が最
も高いダイヤモンドを含めて、任意の種類の材料を溶融によって切断および／または穿孔
するのに使用することができる。
　本発明のランスの一般的な使用例は次のとおりである。
【００４９】
　・非鉄材料を効率的かつ正確に切断および／または穿孔するため、高い熱エネルギーを
発生させ、同時に酸素流の供給を低くする、またはゼロにする堅牢なランス。
【００５０】
　・鉄材料を効率的かつ正確に切断および／または穿孔するため、低い熱エネルギーを発
生させ、同時に酸素流の供給を高くする堅牢なランス。
【００５１】
　・ランスを曲げる必要があるスペースの小さい場所で非鉄材料を切断および／または穿
孔するため、高い熱エネルギーを発生させ、同時に酸素流の供給を低くする、またはゼロ
にする柔軟なランス。
【００５２】
　・ランスを曲げる必要があるスペースの小さい場所で鉄材料を切断および／または穿孔



(10) JP 2017-510777 A 2017.4.13

するため、低い熱エネルギーを発生させ、同時に酸素流の供給を高くする柔軟なランス。

【図１－Ａ】

【図１－Ｂ】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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